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幸い修繕

はじめに

　 第二次世界大戦中の珊瑚海海戦とミッドウェ

疎開

　 ひどい空襲は、 新竹の街全体にショックを与

　 私は、 その頃は鶏を飼いたいと本気で思って

　 新竹の市街から東に数キロ離れた丘陵地帯
　 疎開前の新竹市民の日常は、 午前 10 時ご

グアバ（蕃石榴）
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新竹市とその周辺
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水尾溝

　 避難のその夜、 かなりの苦労の末、 私たちは

　新竹大空襲の悲劇は、 市の西 6-7 km の浜
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洛

　 避難者としての田舎での生活は半ばロマン

　 給水問題に加えて、

　 逆説的に聞こえるかもしれませんが、 野菜に

　 私は田んぼでの農作業にも参加していまし

　 年老いた劉さんの息子は、
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Mimela splendens

　 荇おばさんの家族は、 私たちが住んでいた

　 劉家から約 50 メートルほど離れて、 数メート

池に釣りに行った時に 2 匹の台湾コブラ （飯

匙倩、 雄雌 2 匹でいることが多い） に遭遇

し、 また別の折には、 青竹絲という緑色の蛇

が私たちの近くの木の枝から滑り下りてきまし

た。 これも猛毒をもつ蛇だと考えられていま

した。

　 大雨が降ると、 池は溢れてすぐ下の谷川に

　 黒金町からきた農民の家族は、 劉さんの農

　 ある時、この若者は、私たちが毎日水を飲む

　 田舎での生活は、 当然動物との出会いがい
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　台湾はお茶で有名で、 私たちが住んでいた

　茶の樹に加えて、 サトウキビもたくさんありまし

　アメリカの飛行機は、 台湾の空を完全に支配

　しばらくの間、 私は毎日中学校に通うようにし

　ある朝のこと、邸君は家で何かすることがある
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には、神風特攻隊員の中には、飛び立って

　日本が戦争に負けつつあるということは、 い 　アメリカの飛行機は爆弾を投下したり機関銃

　桐の花は日本の皇室の紋のひとつですか

　天皇が終戦を発表したとき、 ほとんどの日本

　避難期間中のもう一つの苦労は、 新竹中学
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　戦争が終わった後、 台湾人があちこちで日

　当時の規則にそって、学校には、中村中尉と

　ただし、 新竹中学には立派な日本人の先生

　当時、 音楽の先生は英語も教えていました

　しかし、 疎開の期間で一番苦労したのは戦

　戦後のもうひとつの出来事も私の人生に影
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スス スス

　振り返ってみると、 疎開期間中の私の生活は

　原稿の準備のために李玲子から援助を受

　この文章を書かれた李遠川先生は、 1932年

　注 1

　注 2

　注 3


